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【はじめに】電子処方せんとは

引用 そうだったのか、 電子処方箋 令和４年７月２５日厚生労働省 医薬・生活衛生局

電子処方せんとはオンライン資格確認を利用した電子処方せん管理サービスにより
患者、医師、歯科医師、薬剤師の間でデータによるやり取りを行う仕組みのこと。
従来の紙の処方せんではなくデータによるもの。
複数の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情報の参照、それらを活用した
重複投与等のチェックなどを行える。



電子処方せん導入に当たっての準備

1．システムベンダーとの打ち合わせ

導入時期の確認、システムの確認。

導入コスト1薬局につき約50万円程度。

（補助金：導入コストの薬局1/2 大型チェーン1/4

導入方法により上限金額が変わるため注意）

2．HPKIカードおよびHPKIカードリーダーの準備

電子処方せんを利用するにあたり必要なもの各種証明書等の

準備と、届くまでの期間の確認（現在約3か月）

引用：医療機関等向け総合ポータルサイト 電子処方箋管理サービス等関係補助金の申請について



電子処方せん導入に当たっての準備

3．医療機関総合ポータルサイトへの登録

運用開始日などの登録を行う、HPKIカードの取得方法なども

薬局側で確認する。

4．従業員への説明

紙処方せんとの違い、

入力・保存方法等…



これまでの経過

2022年10月〜2023年12月

・旭地区5薬局で開始、6月から約20薬局/月ペースで導入を増やし

2023年12月時点で千葉薬品全111薬局に導入を完了。

・電子処方せんの受付は当薬局および千葉薬品全体でも増加している。

・初期は始めたばかりのためと運用手順がうまくいっておらず、

トラブルが多かったが、時間が経つにつれて徐々に受付から

服薬指導までスムーズに行うことができるようになった。

・患者様がなかなか電子処方せんを選択してくれず、従来の紙処方

せんが多かったが、旭中央病院の努力により少しずつ患者様に理解

され、電子処方せんの選択をしてくれるようになった。



これまでの経過

導入後のトラブル①

・患者様に普及するまでの説明が必要。

電子だから早くできると思っていたり、引き換え番号なども不

要と思ってしまうことがあった。

患者様からすると、電子も紙も現状ではあまり実感としてかわ

らない。

→患者様には現状を説明し電子処方せんが普及することによる

メリット(患者様の健康に寄与すること)を都度説明した。



これまでの経過

導入後のトラブル②

・他薬局で電子処方せんのデータが取り込まれており、当薬局で

受付ができなかった。

→他薬局へ電話し、電子処方せんをキャンセルしていただいた。

・グループ薬局内で電子処方せんが受付できる店舗とできない店

舗が混在した時期があり、患者様の混乱を招いてしまった。

→当薬局へ来局していただいたり、旭中央病院にお願いして

紙処方せんへ戻していただいた。



患者様への説明

                         

              

             

           

          

                   

                        
                        
     
                        
                       

    
           
        

                               
                        

                                            

                

              

                  

                   

      
                                
                
                           

                       
                       
        
              

         
                

          

         

                
          

         

           

            

    
                              
             

       
        

        
     

                    
                          
                          

                              

                  

              

            
              

            
              

このようなポスターや文書をもとにメリットを説明、
合わせてマイナンバーカードの説明を行なっております。

                    

                         

                         

                             
             

                   

                                    
                                    

                             

                            
                            
           

                           
                 

                         
               

        

           

                          
          

引用：厚生労働省HP  電子処方箋に関する周知素材



運用上のメリット・デメリット

メリット

・用法が紙とは違い電子で入力されるので時間が短縮され、

手入力によるミスがほとんど無くなった。

・複数の医療機関にかかっている患者様の医療情報が閲覧できる

ので重複しているものを確認できた。

(マイナンバーカードと医療情報の紐づけによる)

・紙処方せんと違い、管理・保管のセキュリティが高い。

・検査値が確認できるので、より進んだ医療の提供ができる。



運用上のメリット・デメリット

デメリット

・取り込みがうまくいかないと紙処方せんで再発行することに

なる。（引換券では用法などがわからないため）

・現状引換券は必要なため、別の薬局でFAXなどで受付てしま

うと、キャンセル時に取り消しが必要になる。

（一度受け付けると、紙に比べてキャンセルが手間）

・一度用法等を紐づけてしまえば、入力は早いが医療機関ごとに

紐づけが異なるため、複数医療機関を受けるほど作業が増える。



今後の課題

・マイナンバーカードの普及

マイナンバーカードによる医療情報の紐づけがないと本来の利

点を発揮できない。

・検査値の活用

検査値と処方のチェックが目視のため、データによるチェック

が自動で出来るようになると、見逃しがなくなる。

・コメント機能の活用

本来、処方医へのコメント送信ができ、コミュニケーション

をとれるはずだが、薬局側では確認されたかわからない。



ご清聴ありがとうございました
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